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Ⅰ 検査目的及び項目 

本検査は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（昭和３２年法律第

１６６号。以下「法」という。）第２８条第１項の規定に基づき実施する試験研究の用に供

する原子炉等の設置、運転等に関する規則（昭和３２年総理府令第８３号。以下「試験炉

規則」という。）第３条の４係る使用前検査について、法第２７条第１項の規定に基づき試

験研究用等原子炉に係る設計及び工事の方法を認可した申請（以下「設工認申請書」とい

う。）に従い、製作、据付され、所定の性能を有しており、原子力規制委員会の定める技術

上の基準に適合していることを確認するもので、以下の検査を実施する。 

なお、原子力規制委員会で定める技術上の基準とは、試験研究の用に供する原子炉等の

性能に係る技術基準に関する規則（平成２５年原子力規制委員会規則第２３号。以下「性

能の技術基準」という。）のうち第５条、第６条、第７条第１項、第９条第１項及び第２項、

第１０条、第１１条第１項及び第３項、第１６条第１項第４号及び第５号、第１８条、第

２２条第１項第１号及び第２号並びに第２項第１号及び第２号、第２７条第２項、第２８

条、第２９条、第３５条第１項第３号、第３７条及び第３８条第１項第５号である。 

 

○核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設（棒状燃料貯蔵設備Ⅱ） 

材料検査、寸法検査、外観検査、据付検査、未臨界性確認検査、設計変更の生じた構築

物等に対する適合性確認結果の検査、品質管理の方法等に関する検査 

○放射線管理施設（作業環境モニタリング設備） 

外観検査、設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査、品質管理の方

法等に関する検査 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（非常用電源設備） 

設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査、品質管理の方法等に関す

る検査 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（実験棟Ａ） 

設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査、品質管理の方法等に関す

る検査 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（消火設備） 

外観検査、作動検査、設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査、品

質管理の方法等に関する検査 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（安全避難通路等） 

外観検査、作動検査、設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査、品

質管理の方法等に関する検査 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（通信連絡設備） 

外観検査、作動検査、設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査、品

質管理の方法等に関する検査 
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Ⅱ 検査場所 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

原子力科学研究所 ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

 

Ⅲ 検査範囲 

1.検査対象設備及び範囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

放射線管理施設のうち 

屋内管理用の主要な設備のうち 

放射線監視設備のうち 

作業環境モニタリング設備のうち 

放射線エリアモニタのうち 

ガンマ線エリアモニタ 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

非常用電源設備のうち 

非常用発電機及びその他附属施設 

無停電電源装置 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

実験棟Ａ 

消火設備 

安全避難通路等 

通信連絡設備 

 

2.認可関係 

認可年月日及び認可番号 

令和元年 12 月 23 日付け原規規発第 1912231 号 

 

Ⅳ 検査方法 

○核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設（棒状燃料貯蔵設備Ⅱ） 

1.材料検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 
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(2) 検査手順 

棒状燃料収納容器及び棒状燃料収納容器架台の主要材料について、設工認申請書に記

載された材料が使用されていることを、申請者の品質記録により確認する。詳細は添付

資料－2「表１及び図 1.1～図 1.3」を参照のこと。 

 

2.寸法検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

③ 使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に行われ、有効

期限内であることを校正記録により確認する。 

(2) 検査手順 

棒状燃料収納容器及び棒状燃料収納容器架台の主要寸法について、設工認申請書に記

載された寸法であることを、申請者の品質記録により確認する。詳細は添付資料－2「表

１及び図 1.1～図 1.3」を参照のこと。 

 

3.外観検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

① 棒状燃料収納容器に機能上有害な傷、割れ及び変形がないことを現地据付後に立会

により確認する。詳細は添付資料－2「表１及び図 1.1～図 1.3」を参照のこと。 

② 棒状燃料収納容器架台に機能上有害な傷、割れ及び変形がないことを申請者の品質

記録により確認する。詳細は添付資料－2「図 1.1～図 1.3」を参照のこと。 

 

4.据付検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

③ 使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に行われ、有効

期限内であることを校正記録により確認する。 

(2) 検査手順 

棒状燃料収納容器及び棒状燃料収納容器架台について、設工認申請書のとおりに据付

けられていることを、申請者の品質記録により確認する。詳細は添付資料－2「図 1.1～

図 1.3」を参照のこと。 

 

5.未臨界性確認検査 
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(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

③ 使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に行われ、有効

期限内であることを校正記録により確認する。 

(2) 検査手順 

① 棒状燃料収納容器の格子間隔、配列面間距離及び中性子吸収材厚さについて、設工

認申請書に記載された寸法であることを、申請者の品質記録により確認する。詳細は

添付資料－2「表１及び図 1.1～図 1.3」を参照のこと。 

② 棒状燃料収納容器と炉心タンク間の距離が、設工認申請書に記載された寸法（許容

値：４ｍ以上）であることを、申請者の品質記録により確認する。詳細は添付資料－2

「図 1.1」を参照のこと。 

 

6.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

設計の変更が生じた構築物等について、設工認申請書に従って行われ、下記の性能の

技術基準への適合性が確認されていることを、申請者の品質記録により確認する。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・核燃料物質貯蔵設備（第 22 条第 1 項第 1 号及び第 2 号、第 2 項第 1 号及び第 2 号） 

 

○放射線管理施設（作業環境モニタリング設備） 

1.外観検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

作業環境モニタリング設備について、設工認申請書に記載された仕様のものが所定の

場所に配置されていることを、立会又は申請者の品質記録により確認する。詳細は添付

資料－2「表２及び図 2.1～図 2.3」を参照のこと。 

 

2.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 
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② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

設計の変更が生じた構築物等について、設工認申請書に従って行われ、下記の性能の

技術基準への適合性が確認されていることを、申請者の品質記録により確認する。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・計装（第 27 条第 2項） 

・警報装置（第 28 条） 

・放射線管理施設（第 35 条第 1項第 3号） 

 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（非常用電源設備） 

1.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

設計の変更が生じた構築物等について、設工認申請書に従って行われ、下記の性能の

技術基準への適合性が確認されていることを、申請者の品質記録により確認する。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・材料、構造等（第 11条第 1項及び第 3項） 

・保安電源設備（第 37条） 

 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（実験棟Ａ） 

1.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

設計の変更が生じた構築物等について、設工認申請書に従って行われ、下記の性能の

技術基準への適合性が確認されていることを、申請者の品質記録により確認する。 

・機能の確認等（第 5条） 

・試験研究用等原子炉施設の地盤（第 6条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・試験研究用等原子炉施設への人の不法な侵入等の防止（第 10 条） 
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○その他試験研究用等原子炉の附属施設（消火設備） 

1.外観検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

消火設備が設工認申請書のとおりに配置されていることを立会又は申請者の品質記録

により確認する。詳細は添付資料－2「表３及び図 3.1～図 3.5」を参照のこと。 

 

2.作動検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

① 自動火災報知設備の火災感知器が、正常に感知するとともに、火災受信機において、

その火災表示が点灯し、警報が発報することを申請者の品質記録により確認する。 

② 火災受信機からの信号を受け、制御室のモニタ盤に火災表示が点灯し、警報が発報

することを立会により確認する。 

② 消火設備の消火栓について、電動消火ポンプを起動し、電動消火ポンプの起動性能、

放水圧力、放水量が消防法に定める基準を満足することを、申請者の品質記録により

確認する。 

 

3.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

設計の変更が生じた構築物等について、設工認申請書に従って行われ、下記の性能の

技術基準への適合性が確認されていることを、申請者の品質記録により確認する。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・安全設備（第 16 条第 1項第 4号及び第 5号） 

 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（安全避難通路等） 

1.外観検査 

(1) 検査前確認事項 
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① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

避難用の照明及び可搬式の仮設照明が、設工認申請書のとおりに配置されていること

を、立会又は申請者の品質記録により確認する。詳細は添付資料－2「表４、表５及び図

4.1～図 4.5」を参照のこと。 

 

2.作動検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

商用電源が喪失した場合において、避難用の照明等により避難経路が確保されること

を申請者の品質記録により確認する。詳細は添付資料－2「表４、表５及び図 2.1～図 2.5」

を参照のこと。 

 

3.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

設計の変更が生じた構築物等について、設工認申請書に従って行われ、下記の性能の

技術基準への適合性が確認されていることを、申請者の品質記録により確認する。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・安全避難通路等（第 18 条） 

 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（通信連絡設備） 

1.外観検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

通信連絡設備が設工認申請書のとおりに配置されていることを立会又は申請者の品質

記録により確認する。詳細は添付資料－2「表６、表７及び図 5.1～図 5.5」を参照のこ

と。 
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2.作動検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

① 施設内通信連絡設備（一斉放送装置、ページング装置）について、商用電源喪失時

でも使用できることを申請者の品質記録により確認する。 

② 施設間通信連絡設備（固定電話、携帯電話）について、使用できることを立会によ

り確認する。 

 

3.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

(1) 検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

設計の変更が生じた構築物等について、設工認申請書に従って行われ、下記の性能の

技術基準への適合性が確認されていることを、申請者の品質記録により確認する。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・通信連絡設備等（第 29 条） 

・実験設備等（第 38 条第 1項第 5号） 

 

○核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設、放射線管理施設及びその他試験研究用等原子炉の附

属施設 

1.品質管理の方法等に関する検査 

(1) 検査前確認事項 

法令、規格、設工認申請書、申請者の規程類、申請者の品質記録及びエビデンスが準備

されていることを確認する。 

(2) 検査手順 

設工認申請書に定められた品質保証計画書に基づき、工事及び検査に係る申請者の保

安活動が行われていることについて、工事の特徴を踏まえ次の項目を確認する。 

①品質保証の実施に係る組織 

・工事及び検査に係る必要な人的資源、インフラストラクチャー及び作業環境が確保

され、申請者部門間及び供給者との間の責任及び権限が明確にされ、体制の構築、

情報伝達等が設工認申請書に従って行われていること。 

・供給者の選定や管理が設工認申請書に従って行われていること。 

②保安活動の計画 
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・工事及び検査に係る法令、仕様等の要求事項及び①の体制、情報伝達等が申請者関

係部門及び供給者に明確にされ、対象設備について全体工程や各工程段階における

監視、測定、検証、妥当性確認、試験及び検査が漏れなく実施されるよう計画（手順

や合否判定基準を含む。）が定められていること。 

・①の供給者（調達物品や役務を含む。）の管理方法についても設工認申請書に従って

定められていること。 

③保安活動の実施 

・工事及び検査が②の計画に従って漏れなく実施されていること。また、調達物品や

役務に係る各工程段階における監視、測定、検証、妥当性確認、試験及び検査につい

ても設工認申請書に従って行われていること。 

④保安活動の評価 

・調達物品や役務、原子力施設が要求事項に適合していることを実証するため、②の

計画に従って漏れなく監視、測定、試験及び検査が行われていることを評価してい

ること。また、不適合が発生した場合の処置、供給者から申請者への報告について

も②の計画に従って行われていること。 

⑤保安活動の改善 

・予防処置又は不適合に対する是正処置を通じて、品質管理の方法等の継続的改善が

実施されていること。 

 

Ⅴ 判定基準 

○核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設（棒状燃料貯蔵設備Ⅱ） 

1.材料検査 

棒状燃料収納容器及び棒状燃料収納容器架台の主要材料について、設工認申請書（使

用前検査要領書の添付資料－2「表１及び図 1.1～図 1.3」参照）に記載された材料が使

用されていること。 

 

2.寸法検査 

棒状燃料収納容器及び棒状燃料収納容器架台の主要寸法について、設工認申請書（使

用前検査要領書の添付資料－2「表１及び図 1.1～図 1.3」参照）に記載された寸法であ

ること。 

 

3.外観検査 

① 棒状燃料収納容器に機能上有害な傷、割れ及び変形がないこと。 

② 棒状燃料収納容器架台に機能上有害な傷、割れ及び変形がないこと。 

 

4.据付検査 

棒状燃料収納容器及び棒状燃料収納容器架台について、設工認申請書（使用前検査要

領書の添付資料－2「図 1.1～図 1.3」参照）のとおりに据付けられていること。 
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5.未臨界性確認検査 

① 棒状燃料収納容器の格子間隔、配列面間距離及び中性子吸収材厚さについて、設工

認申請書（使用前検査要領書の添付資料－2「表１及び図 1.1～図 1.3」参照）に記載

された寸法であること。 

② 棒状燃料収納容器と炉心タンク間の距離が、設工認申請書（使用前検査要領書の添

付資料－2「図 1.1」参照）に記載された寸法（許容値：４ｍ以上）であること。 

 

6.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・核燃料物質貯蔵設備（第 22 条第 1 項第 1 号及び第 2 号、第 2 項第 1 号及び第 2 号） 

 

○放射線管理施設（作業環境モニタリング設備） 

1.外観検査 

作業環境モニタリング設備について、設工認申請書（使用前検査要領書の添付資料－2

「表２及び図 2.1～図 2.3」参照）に記載された仕様のものが所定の場所に配置されてい

ること。 

 

2.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・計装（第 27 条第 2項） 

・警報装置（第 28 条） 

・放射線管理施設（第 35 条第 1項第 3号） 

 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（非常用電源設備） 

1.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・材料、構造等（第 11条第 1項及び第 3項） 

・保安電源設備（第 37条） 
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○その他試験研究用等原子炉の附属施設（実験棟Ａ） 

1.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・試験研究用等原子炉施設の地盤（第 6条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・試験研究用等原子炉施設への人の不法な侵入等の防止（第 10 条） 

 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（消火設備） 

1.外観検査 

消火設備が設工認申請書（使用前検査要領書の添付資料－2「表３及び図 3.1～図 3.5」

参照）のとおりに配置されていること。 

 

2.作動検査 

① 自動火災報知設備の火災感知器が、正常に感知するとともに、火災受信機において、

その火災表示が点灯し、警報が発報すること。 

② 火災受信機からの信号を受け、制御室のモニタ盤に火災表示が点灯し、警報が発報

すること。 

② 消火設備の消火栓について、電動消火ポンプを起動し、電動消火ポンプの起動性能、

放水圧力、放水量が消防法に定める基準を満足すること。 

 

3.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・安全設備（第 16 条第 1項第 4号及び第 5号） 

 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（安全避難通路等） 

1.外観検査 

避難用の照明及び可搬式の仮設照明が、設工認申請書（使用前検査要領書の添付資料

－2「表４、表５及び図 4.1～図 4.5」参照）のとおりに配置されていること。 

 

2.作動検査 

商用電源が喪失した場合において、避難用の照明等により避難経路が確保されること。 
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3.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・安全避難通路等（第 18 条） 

 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（通信連絡設備） 

1.外観検査 

通信連絡設備が、設工認申請書（使用前検査要領書の添付資料－2「表６、表７及び図

5.1～図 5.5」参照）のとおりに配置されていること。 

 

2.作動検査 

① 施設内通信連絡設備（一斉放送装置、ページング装置）について、商用電源喪失時

でも使用できること。 

② 施設間通信連絡設備（固定電話、携帯電話）について、使用できること。 

 

3.設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・通信連絡設備等（第 29 条） 

・実験設備等（第 38 条第 1項第 5号） 

 

○核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設、放射線管理施設及びその他試験研究用等原子炉の附

属施設 

1.品質管理の方法等に関する検査 

工事及び検査に係る保安活動が、設工認申請書に定められた品質管理の方法等に関す

る事項に従って行われていること。 

 

Ⅵ 添付資料 

添付資料－1 立会区分表 

添付資料－2 関連図書（設工認申請書等をもとに作成したものである。） 

表１ 棒状燃料収納容器仕様 

表２ 放射線エリアモニタ仕様 

表３ 消火設備仕様 

表４ 避難用の照明仕様 
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表５ 可搬式の仮設照明仕様 

表６ 施設内通信連絡設備仕様 

表７ 施設間通信連絡設備仕様 

図 1.1 棒状燃料収納容器、架台配置図(平面図) 

図 1.2 棒状燃料収納容器構造図 

図 1.3 棒状燃料収納容器架台構造図 

図 2.1 放射線エリアモニタ配置図(実験棟地下 1 階) 

図 2.2 放射線エリアモニタ配置図(実験棟 1階) 

図 2.3 放射線エリアモニタ配置図(実験棟 2階) 

図 3.1 消火設備配置図(実験棟地下 1階) 

図 3.2 消火設備配置図(実験棟中地下 1階) 

図 3.3 消火設備配置図(実験棟 1階) 

図 3.4 消火設備配置図(実験棟 2階) 

図 3.5 消火設備配置図(実験棟 3階) 

図 4.1 安全避難通路等の配置図(実験棟地下 1階) 

図 4.2 安全避難通路等の配置図(実験棟中地下 1 階) 

図 4.3 安全避難通路等の配置図(実験棟 1階) 

図 4.4 安全避難通路等の配置図(実験棟 2階) 

図 4.5 安全避難通路等の配置図(実験棟 3階) 

図 5.1 通信連絡設備の配置図(実験棟地下 1階) 

図 5.2 通信連絡設備の配置図(実験棟中地下 1階) 

図 5.3 通信連絡設備の配置図(実験棟 1階) 

図 5.4 通信連絡設備の配置図(実験棟 2階) 

図 5.5 通信連絡設備の配置図(実験棟 3階) 

添付資料－3 使用前検査成績書様式 

 

 

 



 

立 会 区 分 表 

施 設 名 機器等の名称 
耐震 

クラス 

立会区分 

材料 寸法 外観 据付 
未臨界

性確認 
作動 

設計変更の生じた

構築物等に対する

適合性確認結果 

核燃料物質の

取扱施設及び

貯蔵施設 

核燃料貯蔵設備 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱ 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器

架台 

C B B A/B B B － B 

放射線管理施

設 

屋内管理用の主要な設備 

放射線監視設備 

作業環境モニタリング

設備 

放射線エリアモニタ 

ガンマ線エリアモ

ニタ 
C － － A/B － － － B 

その他試験研

究用等原子炉

の附属施設 

非常用電源設備 

非常用発電機及び

その他附属施設 

無停電電源装置 

C － － － － － － B 

その他主要な事項 

その他 

実験棟Ａ B － － － － － － B 

消火設備 C － － A/B － － A/B B 

安全避難通路等 C － － A/B － － B B 

通信連絡設備 C － － A/B － － A/B B 

備 考  ［記号説明］：A：立会検査、A/B：抜取立会検査、B：記録検査 

添
付

資
料
－

1 

-
 
1
4
 
-
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表１ 棒状燃料収納容器仕様 

型  式 正方格子配列角形容器 

主
要
寸
法 

た て 968mm 

横 1,428mm 

高 さ 1,690mm 

格子間隔 28.5mm（25mm 以上） 

配列面間距離 93mm（90.5mm 以上） 

中性子 

吸収材厚さ 

カドミウム ３mm（２mm 以上） 

Ｂ4Ｃ含有材 10mm（９mm 以上） 

主
要
材
料 

側 板 SUS304 

底 板 SUS304 

蓋 板 A5052P､A6063S 

格子板ブロック SUS304 

中性子吸収材 

カドミウム（JIS H2113 相当） 

Ｂ4Ｃ含有材 

（炭化ホウ素密度 1,090mg/cm3） 

基  数 ３基 

容  量 600 本/基 

 

表２ 放射線エリアモニタ仕様 

名 称 
検出器の 

種類 
計測範囲 

警報作動 

範囲 
取付箇所 

個数 

(ﾁｬﾝﾈﾙ) 

実験棟Ａ 

ガンマ線 

エリアモニタ 

電離箱 
10-1～104 

μSv/h 

10-1～104 

μSv/h 

・炉室(T) 

・炉室前廊下 
各 1 

半導体 

検出器 

10-1～104 

μSv/h 

10-1～104 

μSv/h 

・排気機械室(A) 

・溶液貯蔵室脇廊下 

・炉下室(S)脇廊下 

・炉下室前廊下 

・溶液貯蔵室-1 

・炉下室(S) 

・炉下室(T) 

・燃取室(Ⅵ) 

・炉室(S)脇廊下 

・炉室(S) 

・実験室(Ⅱ) 

各 1 

1～103 

mSv/h 

1～103 

mSv/h 
・炉室(S) 1 
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表３ 消火設備仕様 

設備種類 数量 備考 

消
火
設
備 

自動火災報知設備 

火災感知器(煙感知器) ９台  

火災発信機 ４台  

火災受信機 １台 管理棟に設置※ 

消火栓 ４箇所  

連結散水設備 ９箇所  

消火器 ５台  

※火災受信機からの信号を受け、制御室のモニタ盤にも火災発生を表示し、警報を発報する。 

 

表４ 避難用の照明仕様 

照明種類 数量 機能・性能 備考 

保安灯 56 台 
商用電源喪失時には、非常用発電機から給電

され、避難することができる明るさを有する。 

 

非常用照明灯 243 台 

商用電源喪失時には、非常用発電機及び蓄電

池から給電され、避難することができる明る

さを有する。 

 

誘導灯 127 台 
商用電源喪失時には、誘導灯内蔵の蓄電池か

ら給電される。 

 

 

表５ 可搬式の仮設照明仕様 

照明種類 数量 保管場所 備考 

懐中電灯 ２台 

実験棟入口付近 

 

仮設照明（蓄電池式） １台  
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表６ 施設内通信連絡設備仕様 

設備種類 数量 機能・性能 備考 

一斉放送装置 放送端末 

制御室：１台 

スピーカ 

実験棟Ａ：52台 

実験棟Ｂ：46台 

制御室から一斉放送により施設内の

人に対し必要な避難指示等ができ

る。 

非常用電源設備に接続されており、

商用電源喪失時でも使用できる。 

 

ページング装置 実験棟Ａ：47 台 

実験棟Ｂ：38 台 

事故現場、制御室、事故現場指揮所間

の相互連絡を行うことができる。 

非常用電源設備に接続されており、

商用電源喪失時でも使用できる。 

 

 

表７ 施設間通信連絡設備仕様 

設備種類 数量 機能・性能 備考 

固定電話 
事故現場指揮所： 

各１台 

ＳＴＡＣＹ施設の事故現場指揮所と原子

力科学研究所の現地対策本部との間で、相

互に連絡が取れる。 

 

携帯電話 
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原規規発第 20031710 号 

 

 

 

 

 

 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 

原 子 力 科 学 研 究 所  原 子 炉 施 設 

〔 Ｓ Ｔ Ａ Ｃ Ｙ (定 常 臨 界 実 験 装 置 )施 設 〕 

〔 Ｓ Ｔ Ａ Ｃ Ｙ の 更 新 (棒 状 燃 料 貯 蔵 設 備 Ⅱ の 製 作 等 )〕 

使 用 前 検 査 成 績 書 ( 2 / 2 ) 
 

〔核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設〕 

〔放射線管理施設〕 

〔その他試験研究用等原子炉の附属施設〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子力規制委員会 
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使 用 前 検 査 成 績 書 

事 業 者 及 び 事 業 者 名 
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

原子力科学研究所 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

放射線管理施設のうち 

屋内管理用の主要な設備のうち 

放射線監視設備のうち 

作業環境モニタリング設備のうち 

放射線エリアモニタのうち 

ガンマ線エリアモニタ 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

非常用電源設備のうち 

非常用発電機及びその他附属施設 

無停電電源装置 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

実験棟Ａ 

消火設備 

安全避難通路等 

通信連絡設備 

検 査 場 所 
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

原子力科学研究所 ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

申請年月日及び申請番号 平成３０年７月３１日 ３０原機（科臨）０１０ 

検 査 項 目 検査年月日 結果 摘要 

別紙－１のとおり 別紙－１のとおり  
別紙－１のと

おり 

原 子 力 施 設 検 査 官 別紙－２のとおり 

検 査 立 会 責 任 者 

（役職名） 
別紙－２のとおり 

備    考 
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検 査 項 目 検査年月日 結果 摘要 

○核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設（棒状燃料貯蔵設備Ⅱ） 

材 料 検 査 年  月  日  
別紙－３，４ 

のとおり 

寸 法 検 査 年  月  日  
別紙－５，６ 

のとおり 

外 観 検 査 年  月  日  
別紙－７，８ 

のとおり 

据 付 検 査 年  月  日  
別紙－９，１０ 

のとおり 

未 臨 界 性 確 認 検 査 年  月  日  
別紙－１１，１２ 

のとおり 

設 計 変 更 の 生 じ た 

構 築 物 等 に 対 す る 

適合性確認結果の検査 

年  月  日  
別紙－１３，１４ 

のとおり 

○放射線管理施設（作業環境モニタリング設備） 

外 観 検 査 年  月  日  
別紙－１５，１６ 

のとおり 

設 計 変 更 の 生 じ た 

構 築 物 等 に 対 す る 

適合性確認結果の検査 

年  月  日  
別紙－１７，１８ 

のとおり 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（非常用電源設備） 

設 計 変 更 の 生 じ た 

構 築 物 等 に 対 す る 

適合性確認結果の検査 

年  月  日  
別紙－１９，２０ 

のとおり 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（実験棟Ａ） 

設 計 変 更 の 生 じ た 

構 築 物 等 に 対 す る 

適合性確認結果の検査 

年  月  日  
別紙－２１，２２ 

のとおり 
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検 査 項 目 検査年月日 結果 摘要 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（消火設備） 

外 観 検 査 年  月  日  
別紙－２３，２４ 

のとおり 

作 動 検 査 年  月  日  
別紙－２５，２６ 

のとおり 

設 計 変 更 の 生 じ た 

構 築 物 等 に 対 す る 

適合性確認結果の検査 

年  月  日  
別紙－２７，２８ 

のとおり 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（安全避難通路等） 

外 観 検 査 年  月  日  
別紙－２９，３０ 

のとおり 

作 動 検 査 年  月  日  
別紙－３１，３２ 

のとおり 

設 計 変 更 の 生 じ た 

構 築 物 等 に 対 す る 

適合性確認結果の検査 

年  月  日  
別紙－３３，３４ 

のとおり 

○その他試験研究用等原子炉の附属施設（通信連絡設備） 

外 観 検 査 年  月  日  
別紙－３５，３６ 

のとおり 

作 動 検 査 年  月  日  
別紙－３７，３８ 

のとおり 

設 計 変 更 の 生 じ た 

構 築 物 等 に 対 す る 

適合性確認結果の検査 

年  月  日  
別紙－３９，４０ 

のとおり 

○核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設、放射線管理施設及びその他試験研究用等原子炉の

附属施設 

品 質 管 理 の 方 法 等 

に 関 す る 検 査 
年  月  日  

別紙－４１，４２ 

のとおり 

  

別紙－１(2/2)



- 52 - 

 

      

      

      

別紙－２

年
 
 

 
月
 

 
 
日
 

検
査
立
会
責
任
者
 

（
役
職
名
）
 

原
子

力
施
設
検

査
官
 

検
査
年
月
日
 

年
 
 

 
月

 
 
 

日
 

年
 
 

 
月
 

 
 
日
 

年
 
 

 
月

 
 
 

日
 

年
 
 

 
月

 
 
 

日
 



- 53 - 

検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：材料検査 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－３
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材料検査記録 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

棒状燃料収納容器及び棒状燃料収納容器架台の主要材料につ

いて、設工認申請書（使用前検査実施要領書の添付資料－2「表

１及び図 1.1～図 1.3」参照）に記載された材料が使用されてい

ること。 

 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－４
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：寸法検査 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

③ 使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校

正が適切に行われ、有効期限内であることを校正記録により

確認する。 

記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－５
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寸法検査記録 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

棒状燃料収納容器及び棒状燃料収納容器架台の主要寸法につ

いて、設工認申請書（使用前検査実施要領書の添付資料－2「表

１及び図 1.1～図 1.3」参照）に記載された寸法であること。 

 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－６
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：外観検査 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－７
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外観検査記録 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

① 棒状燃料収納容器に機能上有害な傷、割れ及び変形がない

こと。 
 立会 

② 棒状燃料収納容器架台に機能上有害な傷、割れ及び変形が

ないこと。 
 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－８
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：据付検査 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

③ 使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校

正が適切に行われ、有効期限内であることを校正記録により

確認する。 

記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－９
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据付検査記録 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

棒状燃料収納容器及び棒状燃料収納容器架台について、設工

認申請書（使用前検査実施要領書の添付資料－2「図 1.1～図 1.3」

参照）のとおりに据付けられていること。 

 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－１０
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：未臨界性確認検査 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

③ 使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校

正が適切に行われ、有効期限内であることを校正記録により

確認する。 

記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－１１
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未臨界性確認検査記録 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

① 棒状燃料収納容器の格子間隔、配列面間距離及び中性子吸

収材厚さについて、設工認申請書（使用前検査実施要領書の添

付資料－2「表１及び図 1.1～図 1.3」参照）に記載された寸法

であること。 

 記録 

② 棒状燃料収納容器と炉心タンク間の距離が、設工認申請書

（使用前検査実施要領書の添付資料－2「図 1.1」参照）に記

載された寸法（許容値：４ｍ以上）であること。 

 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－１２
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

別紙－１３
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設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査記録 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合

していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・核燃料物質貯蔵設備（第 22 条第 1項第 1号及び第 2号、第

2 項第 1号及び第 2号） 

 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

 

別紙－１４
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：外観検査 

検 査 範 囲 

放射線管理施設のうち 

屋内管理用の主要な設備のうち 

放射線監視設備のうち 

作業環境モニタリング設備のうち 

放射線エリアモニタのうち 

ガンマ線エリアモニタ 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－１５



- 66 - 

外観検査記録 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

放射線管理施設のうち 

屋内管理用の主要な設備のうち 

放射線監視設備のうち 

作業環境モニタリング設備のうち 

放射線エリアモニタのうち 

ガンマ線エリアモニタ 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

作業環境モニタリング設備について、設工認申請書（使用前検

査実施要領書の添付資料－2「表２及び図 2.1～図 2.3」参照）に

記載された仕様のものが所定の場所に配置されていること。 

 立会／記録 

備 考 

立会確認箇所を添付図－1、本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－１６
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

検 査 範 囲 

放射線管理施設のうち 

屋内管理用の主要な設備のうち 

放射線監視設備のうち 

作業環境モニタリング設備のうち 

放射線エリアモニタのうち 

ガンマ線エリアモニタ 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

別紙－１７
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設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査記録 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

放射線管理施設のうち 

屋内管理用の主要な設備のうち 

放射線監視設備のうち 

作業環境モニタリング設備のうち 

放射線エリアモニタのうち 

ガンマ線エリアモニタ 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合

していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・計装（第 27 条第 2項） 

・警報装置（第 28 条） 

・放射線管理施設（第 35 条第 1項第 3号） 

 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

 

別紙－１８
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

非常用電源設備のうち 

非常用発電機及びその他附属施設 

無停電電源装置 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

別紙－１９
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設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査記録 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

非常用電源設備のうち 

非常用発電機及びその他附属施設 

無停電電源装置 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合

していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・材料、構造等（第 11条第 1項及び第 3項） 

・保安電源設備（第 37条） 

 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

 

別紙－２０
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

実験棟Ａ 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

別紙－２１
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設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査記録 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

実験棟Ａ 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合

していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・試験研究用等原子炉施設の地盤（第 6条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・試験研究用等原子炉施設への人の不法な侵入等の防止（第 10条） 

 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

 

別紙－２２
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：外観検査 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

消火設備 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－２３
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外観検査記録 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

消火設備 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

消火設備が設工認申請書（使用前検査実施要領書の添付資料

－2「表３及び図 3.1～図 3.5」参照）のとおりに配置されている

こと。 

 立会／記録 

備 考 

立会確認箇所を添付図－2、本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－２４
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：作動検査 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

消火設備 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－２５
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作動検査記録 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

消火設備 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

① 自動火災報知設備の火災感知器が、正常に感知するととも

に、火災受信機において、その火災表示が点灯し、警報が発報

すること。 

 記録 

② 火災受信機からの信号を受け、制御室のモニタ盤に火災表

示が点灯し、警報が発報すること。 
 立会 

② 消火設備の消火栓について、電動消火ポンプを起動し、電動

消火ポンプの起動性能、放水圧力、放水量が消防法に定める基

準を満足すること。 

 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－２６
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

消火設備 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

別紙－２７
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設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査記録 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

消火設備 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合

していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・安全設備（第 16 条第 1項第 4号及び第 5号） 

 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：外観検査 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

安全避難通路等 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－２９
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外観検査記録 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

安全避難通路等 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

避難用の照明及び可搬式の仮設照明が、設工認申請書（使用前

検査実施要領書の添付資料－2「表４、表５及び図 4.1～図 4.5」

参照）のとおりに配置されていること。 

 立会／記録 

備 考 

避難用の照明等の立会確認箇所を添付図－3、本検査で確認した申請者の品質記録等を別

紙－４３に示す。 

 

立会検査記録（可搬式仮設照明） 

照明種類 数量 保管場所 結果 備考 

懐中電灯 ２台 

実験棟入口付近 

  

仮設照明（蓄電池式） １台   

 

 

  

別紙－３０
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：作動検査 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

安全避難通路等 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－３１
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作動検査記録 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

安全避難通路等 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

商用電源が喪失した場合において、避難用の照明等により避

難経路が確保されること。 
 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－３２
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

安全避難通路等 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

別紙－３３
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設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査記録 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

安全避難通路等 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合

していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・安全避難通路等（第 18 条） 

 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

 

別紙－３４
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：外観検査 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

通信連絡設備 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－３５
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外観検査記録 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

通信連絡設備 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

通信連絡設備が、設工認申請書（使用前検査実施要領書の添付

資料－2「表６、表７及び図 5.1～図 5.5」参照）のとおりに配置

されていること。 

 立会／記録 

備 考 

施設内通信連絡設備の立会確認箇所を添付図－4、本検査で確認した申請者の品質記録等

を別紙－４３に示す。 

 

施設間通信連絡設備立会検査記録 

設備種類 数量 機能・性能 結果 備考 

固定電話 
事故現場指揮所：

各 1台 

STACY施設の事故現場指揮所

と原子力科学研究所の現地

対策本部との間で、相互に連

絡が取れる。 

  

携帯電話   

 

 

  

別紙－３６
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：作動検査 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

通信連絡設備 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

  

別紙－３７
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作動検査記録 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

通信連絡設備 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

① 施設内通信連絡設備（一斉放送装置、ページング装置）につ

いて、商用電源喪失時でも使用できること。 
 記録 

② 施設間通信連絡設備（固定電話、携帯電話）について、使用

できること。 
 立会 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 

 

立会検査記録 

設備種類 数量 機能・性能 結果 備考 

固定電話 
事故現場指揮所：

各 1台 

STACY施設の事故現場指揮所

と原子力科学研究所の現地

対策本部との間で、相互に連

絡が取れる。 

  

携帯電話   
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検査前確認事項 

 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

通信連絡設備 

確  認  事  項 確認方法 結果 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 記録  

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 
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設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査記録 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

通信連絡設備 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合

していること。 

・機能の確認等（第 5条） 

・地震による損傷の防止（第 7条第 1項） 

・外部からの衝撃による損傷の防止（第 9条第 1項及び第 2項） 

・通信連絡設備等（第 29 条） 

・実験設備等（第 38 条第 1項第 5号） 

 記録 

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 
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検査前確認事項 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検査項目：品質管理の方法等に関する検査 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 

核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 

棒状燃料収納容器 

棒状燃料収納容器架台 

放射線管理施設のうち 

屋内管理用の主要な設備のうち 

放射線監視設備のうち 

作業環境モニタリング設備のうち 

放射線エリアモニタのうち 

ガンマ線エリアモニタ 

その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 

非常用電源設備のうち 

非常用発電機及びその他附属施設 

無停電電源装置 

その他主要な事項のうち 

その他のうち 

実験棟Ａ 

消火設備 

安全避難通路等 

通信連絡設備 

確  認  事  項 確認方法 結果 

法令、規格、設工認申請書、申請者の規程類、申請者の品質記

録及びエビデンスが準備されていることを確認する。 
記録  

備 考 

本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 
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品質管理の方法等に関する検査記録 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

検 査 範 囲 

核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設のうち 
核燃料物質貯蔵設備のうち 

棒状燃料貯蔵設備Ⅱのうち 
棒状燃料収納容器 
棒状燃料収納容器架台 

放射線管理施設のうち 
屋内管理用の主要な設備のうち 

放射線監視設備のうち 
作業環境モニタリング設備のうち 
放射線エリアモニタのうち 

ガンマ線エリアモニタ 
その他試験研究用等原子炉の附属施設のうち 
非常用電源設備のうち 

非常用発電機及びその他附属施設 
無停電電源装置 

その他主要な事項のうち 
その他のうち 

実験棟Ａ 
消火設備 
安全避難通路等 
通信連絡設備 

判 定 基 準 検査結果 

工事及び検査に係る保安活動が、設工認申請書に定められた品質管理の方

法等に関する事項に従って行われていること。 
 

総
合
所
見 

 

品
質
管
理
の
方
法
等
に
関
す
る
所
見 

１品質保証の実施に係る組織 

２保安活動の計画 

３保安活動の実施 

４保安活動の評価 

５保安活動の改善 

備 考  本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－４３に示す。 
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記 録 一 覧 表 

検査年月日         年    月    日 

検 査 場 所  ＳＴＡＣＹ（定常臨界実験装置）施設 

No. 確認した書類の名称 文書番号、制定年月日等 備 考* 

    

＊備考欄の記載について 

(材)：材料検査、(寸)：寸法検査、(外)：外観検査、(作)：作動検査、(据)：据付検査、(未)：

未臨界性確認検査、(適)：設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査、(品)：

品質管理の方法等に関する検査 
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